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(57)【要約】
　本発明は、ユーザー機器とＵＭＴＳ（ユニバーサル移
動電気通信システム）無線アクセスネットワークの無線
ネットワークコントローラーとの間の通信を取り扱う方
法であって、無線ネットワークコントローラーによって
、ユーザー機器を或るターゲット搬送波周波数にリダイ
レクトするための送信命令を与えるステップと、ターゲ
ット搬送波周波数が、ユーザー機器付近のローカルアク
セス無線ネットワークによって干渉を受けるか否かを評
価するステップと、ターゲット搬送波周波数がユーザー
機器付近のローカルアクセスネットワークによって干渉
を受ける場合には、或る期間にわたって、無線ネットワ
ークコントローラーによってターゲット搬送波周波数へ
のユーザー機器のリダイレクトを防ぐステップとを含む
、方法を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー機器（２）とＵＭＴＳ（ユニバーサル移動電気通信システム）無線アクセスネ
ットワークの無線ネットワークコントローラー（３）との間の通信を取り扱う方法であっ
て、前記無線ネットワークコントローラー（３）によって、前記ユーザー機器（２）を或
るターゲット搬送波周波数（１１）にリダイレクトするための送信命令を与えるステップ
であって、該ターゲット搬送波周波数（１１）はローカルアクセス無線ネットワーク（４
）の許可された周波数である、与えるステップと、前記ターゲット搬送波周波数（１１）
が、少なくとも前記ユーザー機器（２）付近の前記ローカルアクセス無線ネットワーク（
４）によって干渉を受けるか否かを評価するステップと、前記ターゲット搬送波周波数（
１１）が前記ユーザー機器（２）付近の前記ローカルアクセスネットワーク（４）によっ
て干渉を受ける場合には、或る期間の間、前記無線ネットワークコントローラー（３）に
よって前記ターゲット搬送波周波数（１１）への前記ユーザー機器（２）のリダイレクト
を防ぐステップとを含む、方法。
【請求項２】
　前記送信命令は接続設定（１２）を含み、前記送信命令を与える前記ステップは、前記
ユーザー機器（２）から前記無線ネットワークコントローラー（３）に送信される第１の
接続要求（１３）によってもたらされ、前記ターゲット搬送波周波数（１１）が前記ユー
ザー機器（２）付近の前記ローカルアクセス無線ネットワーク（４）によって干渉を受け
るか否かを評価する前記ステップは、前記ユーザー機器（２）に、該ユーザー機器（２）
を前記ターゲット搬送波周波数（１１）にリダイレクトするための送信命令を送信した後
に、前記ユーザー機器（２）の第２の接続要求（１３’）が前記無線ネットワークコント
ローラー（３）によって受信されるか否かを検出するステップを含み、前記第２の接続要
求（１３’）は前記第１の接続要求（１３）に実質的に等しいことを特徴とする、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信命令は前記ユーザー機器（２）のための無線ベアラ再構成メッセージ（１６）
を含み、前記ターゲット搬送波周波数（１１）が前記ユーザー機器（２）付近の前記ロー
カルアクセス無線ネットワーク（４）によって干渉を受けるか否かを評価する前記ステッ
プは、１つ又は複数の失敗した無線ベアラ再構成メッセージ（１６）が、前記ユーザー機
器（２）を前記ターゲット搬送波周波数（１１）にリダイレクトするために前記ユーザー
機器（２）に後に送信されたか否かを検出するステップを含むことを特徴とする、請求項
１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ターゲット搬送波周波数（１１）が前記ユーザー機器（２）付近の前記ローカルア
クセス無線ネットワーク（４）によって干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、
前記ユーザー機器（２）が、非干渉搬送波周波数（１０）から前記ターゲット搬送波周波
数（１１）へ及び前記ターゲット搬送波周波数（１１）から前記非干渉周波数（１０）へ
のピンポン周波数間ハンドオーバーを或る回数実行したか否かを検出するステップを含む
ことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ターゲット搬送波周波数（１１）、及び前記ローカルアクセス無線ネットワーク（
４）のスクランブルコードに関する、前記ユーザー機器（２）によって実行される周波数
間測定を開始するステップと、前記ユーザー機器（２）の前記周波数間測定における信号
強度及び／又は信号品質を評価するステップとを含むことを特徴とする、請求項１～４の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ターゲット搬送波周波数（１１）が前記ユーザー機器（２）付近の前記ローカルア
クセス無線ネットワーク（４）によって干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、
前記ユーザー機器（２）が、前記ローカルアクセス無線ネットワーク（４）の前記サービ
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スエリア内に、又はその付近に位置するか否かを評価するステップを含むことを特徴とす
る、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記期間の長さは、前記ユーザー機器（２）が、前記ローカルアクセス無線ネットワー
ク（４）の前記サービスエリア内に、又はその付近に位置するか否かによって決まること
を特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ターゲット搬送波周波数（１１）への前記ユーザー機器（２）のリダイレクトをヒ
ステリシス時間だけ防ぐことを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ヒステリシス時間は一定の値であるか、又は或るパラメータによって決まり、該パ
ラメータは、好ましくは、名目ヒステリシス時間、前記ユーザー機器（２）の最近の移動
履歴、前記ターゲット搬送波周波数（１１）に関する信号強度及び品質、並びに前記ロー
カルアクセス無線ネットワーク（４）のスクランブルコード等を含むことを特徴とする、
請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　無線ネットワークコントローラー（３）において実行されるときのコード手段を含むコ
ンピュータープログラムであって、前記無線ネットワークコントローラー（３）は好まし
くは請求項１～９のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成され、該プログラム
は、ユーザー機器（２）を或るターゲット搬送波周波数（１１）にリダイレクトするため
の送信命令（１０）を与え、前記ターゲット搬送波周波数（１１）は、ローカルアクセス
無線ネットワーク（４）の許可される周波数であり、該プログラムは、前記ターゲット搬
送波周波数（１１）が前記ローカルアクセス無線ネットワーク（４）によって干渉を受け
るか否かを評価し、前記ユーザー機器（２）付近の前記ローカルアクセスネットワーク（
４）と前記ターゲット搬送波周波数（１１）との間の干渉が検出される場合には、前記タ
ーゲット搬送波周波数（１１）へのリダイレクトを或る期間の間防ぐ、コンピュータープ
ログラム。
【請求項１１】
　前記プログラムは、前記ユーザー機器（２）からの第１の接続要求（１３）を検出し、
その後、接続設定（１２）を有する送信命令を生成し、前記ターゲット搬送波周波数（１
１）がローカルアクセス無線ネットワーク（４）によって干渉を受けるか否かを評価する
前記ステップは、前記ユーザー機器（２）に、該ユーザー機器（２）を前記ターゲット搬
送波周波数（１１）にリダイレクトするための前記接続設定（１２）を送信した後に、前
記ユーザー機器（２）の少なくとも第２の接続要求（１３’）が前記無線ネットワークコ
ントローラー（３）によって受信されたか否かを検出するステップを含み、前記第２の接
続要求（１３’）は前記第１の接続要求（１３）に実質的に等しいことを特徴とする、請
求項１０に記載のコンピュータープログラム。
【請求項１２】
　前記プログラムは、前記送信命令として無線ベアラ再構成メッセージ（１６）を前記ユ
ーザー機器（２）へ送信し、前記ターゲット搬送波周波数（１１）がローカルアクセス無
線ネットワーク（４）によって干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、１つ又は
複数の失敗した無線ベアラ再構成メッセージ（１６）が、前記ユーザー機器（２）を前記
ターゲット搬送波周波数（１１）にリダイレクトするために前記ユーザー機器（２）に後
に送信されたか否かを検出するステップを含むことを特徴とする、請求項１０又は１１に
記載のコンピュータープログラム。
【請求項１３】
　前記ターゲット搬送波周波数（１１）がローカルアクセス無線ネットワーク（４）によ
って干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、前記ユーザー機器（２）が、非干渉
搬送波周波数（１０）から前記ターゲット搬送波周波数（１１）へ及び前記ターゲット搬
送波周波数（１１）から前記非干渉周波数（１０）へのピンポン周波数間ハンドオーバー
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を或る回数実行したか否かを検出するステップを含むことを特徴とする、請求項１０～１
２のいずれか一項に記載のコンピュータープログラム。
【請求項１４】
　前記プログラムは、前記ターゲット搬送波周波数（１１）、及び前記ローカルアクセス
無線ネットワーク（４）のスクランブルコードに関する、前記ユーザー機器（２）の周波
数間測定を開始するステップと、前記ユーザー機器（２）の前記周波数間測定における信
号強度及び／又は信号品質を評価するステップとを実行することを特徴とする、請求項１
０～１３のいずれか一項に記載のコンピュータープログラム。
【請求項１５】
　請求項１０～１４のいずれか一項に記載の、無線ネットワークコントローラー（３）を
制御するプログラムを含むコンピュータープログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザー機器（ＵＥ）と無線ネットワークコントローラー（ＲＮＣ）との間
の通信を取り扱う方法に関する。ユーザー機器及び無線ネットワークコントローラーは、
無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを双方向で送受信するための共通の搬送波周波数
のような、共通の転送パラメータを決定しなければならない。
【背景技術】
【０００２】
　益々多くの人々が、自身の移動デバイス、特に携帯電話（ユーザー機器（ＵＥ）とも呼
ばれる）を、移動中のみならず、自宅又はオフィスにおいても使用するようになっている
。結果として、建物内、又はマクロセルのサービスエリア外であっても、これらの移動デ
バイスに十分な帯域幅及びデータ転送速度を与えるために、設置されるローカルアクセス
ネットワークの数が増えつつある。通常のマクロセルは、ＵＭＴＳ地上無線アクセスネッ
トワーク（ＵＴＲＡＮ）又はＧＳＭ（登録商標）／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（
ＧＥＲＡＮ）の無線セルである。ローカルアクセスネットワークは、例えば、ピコセル又
はフェムトセルである。これらのローカルアクセスネットワークは、列車、航空機、フェ
リー内、及びオフィス、自宅、ショッピングモール、鉄道駅、空港等の建物内のような、
マクロセルに比べて小さなエリアをカバーする。そのようなフェムトセルが、米国特許出
願公開第２００９／００９２１２２号に開示されている。
【０００３】
　上記のローカルアクセスネットワークは、マクロセルと並列して動作する。結果として
、通常、ローカルアクセスネットワークとマクロセルのアクセスネットワークとの間には
或る重なりが存在する。ユーザー機器がローカルアクセスエリアネットワークのサービス
エリア内に位置するが、このローカルアクセスエリアネットワークにアクセスすることが
できない場合、マクロセルの無線ネットワークコントローラーとユーザー機器との間のデ
ータ転送は、ローカルアクセスネットワークとの干渉（同一チャネル干渉と呼ばれる）に
よって妨害される可能性がある。詳細には、ユーザー機器と無線ネットワークコントロー
ラーとの間のデータ転送のための搬送波周波数が、ローカルエリアネットワークにアクセ
スするために許可された周波数の近くにある場合である。例えば、フェムトネットワーク
内の移動デバイスの数が既に最大数に達している場合には、フェムトネットワークへのア
クセスは許可されない。
【０００４】
　フェムトネットワークとマクロネットワークとの間のそのような同一チャネル干渉の結
果として、フェムトネットワークに極めて近接している「非フェムト」ユーザー機器に対
しては「デッドゾーン」が生じ、マクロ品質が依然として劣化している可能性があるフェ
ムトカバレッジのエッジにおいては「グレーゾーン」が生じる。通常、そのような場合、
干渉を受けるマクロ無線基地局装置（又はノードＢ）は、影響を及ぼされる「非フェムト
」ユーザー機器にサービスを提供するために、少なくとも１つの他の周波数を有すること



(5) JP 2012-531771 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

になる。問題は、無線ネットワークコントローラーが、許可されないフェムトネットワー
ク付近で「非フェムト」ユーザー機器が受けている可能性がある干渉に気づいていないこ
とである。
【０００５】
　ＲＲＣアイドルからｃｅｌｌ＿ＤＣＨ、又はｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨからｃｅｌｌ＿ＤＣＨ
への状態遷移中に、無線ネットワークコントローラーには、ＲＲＣ接続設定、又は無線ベ
アラ再構成メッセージにおいてそれぞれＩＥ（情報要素）「周波数情報」を指定すること
によって、個々のユーザー機器を異なるＵＴＲＡセルに指示変更するというオプションが
ある。しかしながら、その時点で、無線ネットワークコントローラーは、フェムトネット
ワークからの干渉に起因して個々のユーザー機器がその他の周波数を使用することができ
ないか、又は使用すべきでないかを知らない。ＲＲＣ接続設定又は無線ベアラ再構成メッ
セージのターゲット周波数がローカルアクセスネットワークによって干渉を受ける場合、
ユーザー機器は、ターゲット周波数上で無線ネットワークコントローラーに応答すること
ができない。結果として、無線ネットワークコントローラーは、付加的なＲＲＣ接続設定
を生成しなければならない（そして、その前に、ユーザー機器が付加的な接続要求をそれ
ぞれ送信しなければならない）か、又は無線ネットワークコントローラーは、それぞれ非
干渉周波数に関する、更なる無線ベアラ再構成メッセージを送信しなければならない。こ
れは、実施する度に、呼設定時間又は無線ベアラ再構成時間に遅延を追加する。
【０００６】
　さらに、無線ネットワークコントローラーによってトリガーされる複数の周波数間ハン
ドオーバーに基づいて、ピンポンシナリオのリスクがあり、その場合、非干渉周波数から
干渉を受けた周波数への周波数間ハンドオーバーに（短時間だけ）成功することができる
が、干渉を受ける周波数に対して、フェムトネットワークとの干渉によって品質不良が生
じることに起因して、すぐに非干渉周波数に戻る周波数間ハンドオーバーが続いて起こる
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、ユーザー機器と無線ネットワークコントローラーとの間の通信を取り
扱う方法、並びにローカルアクセスネットワークによって干渉を受ける同一チャネル周波
数へのユーザー機器の指示変更を防ぐように無線ネットワークコントローラーを制御する
ためのプログラム及びコンピュータープログラム製品を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的は、ユーザー機器と無線ネットワークコントローラーとの間の通信をハン
ドリング取り扱う方法、並びに無線ネットワークコントローラーを制御するためのプログ
ラム及びコンピュータープログラム製品によって達成され、本方法は、前記無線ネットワ
ークコントローラーによって、前記ユーザー機器を或るターゲット搬送波周波数に指示変
更するための送信命令を与えるステップと、前記ターゲット搬送波周波数が、前記ユーザ
ー機器付近の前記ローカルアクセス無線ネットワークによって干渉を受けるか否かを評価
するステップと、前記ターゲット搬送波周波数が、前記ユーザー機器付近の前記ローカル
アクセスネットワークによって干渉を受ける場合には、或る期間の間、前記無線ネットワ
ークコントローラーによって前記ターゲット搬送波周波数への前記ユーザー機器の指示変
更を防ぐステップとを含む。
【０００９】
　本発明によれば、それにより、都合の良いことに、無線ネットワークコントローラーは
、ローカルアクセスエリアネットワークとの干渉に起因して、指示されたターゲット搬送
波周波数上で動作することができないユーザー機器を識別することができる。結果として
、ターゲット搬送波周波数へのユーザー機器の指示変更を或る期間の間防ぐので、非干渉
周波数によるユーザー機器と無線ネットワークコントローラーとの間の通信が保持される
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。時間遅延、品質変動、呼切断、ピンポンハンドオーバー、及びローカルアクセスネット
ワークカバレッジへの干渉というリスクを確実に避けることができる。ターゲット搬送波
周波数は、ローカルアクセスネットワークにアクセスするために許可された周波数を特徴
として有することが好ましい。特に、周波数及びスクランブルコードのような、ローカル
アクセスネットワークの対応するパラメータを、無線ネットワークコントローラーに与え
なければならない。好ましくは、ローカルアクセスネットワークはフェムトセルを含み、
ターゲット搬送波周波数は、フェムトセルに対して許可されたフェムト周波数を含み、ユ
ーザー機器がフェムトセル付近に位置し、かつフェムトセルにアクセスすることができな
いときに、ユーザー機器がフェムトセルによって用いられるターゲット搬送波周波数に指
示変更されるのを防ぐように、送信命令が生成される。
【００１０】
　本発明によれば、前記送信命令は、前記無線ネットワークコントローラーから前記ユー
ザー機器に送信される接続設定を含み、前記送信命令を与える前記ステップは、前記ユー
ザー機器から前記無線ネットワークコントローラーに送信される第１の接続要求によって
もたらされ、前記ターゲット搬送波周波数が前記ユーザー機器付近の前記ローカルアクセ
ス無線ネットワークによって干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、前記ユーザ
ー機器に、該ユーザー機器を前記ターゲット搬送波周波数に指示変更するための送信命令
を送信した後に、前記ユーザー機器の第２の接続要求が前記無線ネットワークコントロー
ラーによって受信されるか否かを検出するステップを含み、前記第２の接続要求は前記第
１の接続要求に実質的に等しいことが好ましい。本発明との関連において、用語「第２の
接続要求は第１の接続要求に実質的に等しい」は、第２の接続要求がユーザー機器（ＵＥ
）からの複製のＲＲＣ接続要求であることを意味する。しかしながら、この第２の接続要
求メッセージ内に、ＵＥが（第１の接続要求に対して）異なるように設定することができ
る複数のフィールドが存在する。これらのパラメータは、例えば、以下のものを含む。
　-- establishment_causeパラメータ
　-- initial_ue_identityパラメータ、及び／又は
　-- 一群の「measuredResultsOnRach」のパラメータ
ユーザー機器の先行する第１の接続要求（これは第２の接続要求に等しい）の結果として
、無線ネットワークコントローラーが、ローカルアクセスネットワークにアクセスするた
めに許可されたターゲット周波数を用いてユーザー機器への接続設定を送信した直後に、
無線ネットワークコントローラーが同じユーザー機器の第２の接続要求を検出する場合に
は、無線ネットワークコントローラーは、このユーザー機器を「非フェムト」ユーザー機
器（ローカルアクセスネットワークにアクセスすることができないユーザー機器）として
識別することができる。その結果として、無線ネットワークコントローラーは、非フェム
トユーザー機器がフェムトネットワークの「グレーゾーン」内又は「デッドゾーン」内に
位置することを「認識」し、好都合なことに、或る期間の間、ターゲット周波数へのこの
ユーザー機器の更なる指示変更を防ぐ。
【００１１】
　本発明によれば、前記送信命令は前記ユーザー機器のための無線ベアラ再構成メッセー
ジを含み、前記ターゲット搬送波周波数が前記ユーザー機器付近の前記ローカルアクセス
無線ネットワークによって干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、１つ又は複数
の失敗した無線ベアラ再構成メッセージが、前記ユーザー機器を前記ターゲット搬送波周
波数に指示変更するために前記ユーザー機器に後に送信されたか否かを検出するステップ
を含むことが好ましい。無線ネットワークコントローラーがローカルアクセスネットワー
クにアクセスするために許可されたターゲット周波数を用いて１つ又は複数の無線ベアラ
再構成メッセージを送信した直後に、無線ネットワークコントローラーが、ユーザー機器
から、ユーザー機器が無線ベアラ再構成を実行するのに成功したというメッセージを受信
しない場合には、無線ネットワークコントローラーは、このユーザー機器を、ローカルア
クセスネットワークのサービスエリア付近に、又はサービスエリア内に位置するユーザー
機器（例えば、「グレーゾーン」又は「デッドゾーン」内の「非フェムト」ＵＥ）として
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識別することができる。その結果として、無線ネットワークコントローラーは、或る期間
の間、ターゲット周波数へのこのユーザー機器の更なる指示変更を防ぐことができる。
【００１２】
　本発明によれば、前記ターゲット搬送波周波数が前記ユーザー機器付近の前記ローカル
アクセス無線ネットワークによって干渉を受けるか否かを評価する前記ステップは、前記
ユーザー機器が、非干渉搬送波周波数から前記ターゲット搬送波周波数へ及び前記ターゲ
ット搬送波周波数から前記非干渉周波数へのピンポン周波数間ハンドオーバーを或る回数
実行したか否かを検出するステップを含むことが好ましい。都合の良いことに、無線ネッ
トワークコントローラーは、ユーザー機器がローカルアクセスネットワークの「グレーゾ
ーン」内に留まることを検出することができる。
【００１３】
　本発明によれば、前記方法は、前記ターゲット搬送波周波数、及び前記ローカルアクセ
ス無線ネットワークのスクランブルコードに関する、前記ユーザー機器によって実行され
る周波数間測定を開始するステップと、前記ユーザー機器の前記周波数間測定における信
号強度及び／又は信号品質を評価するステップとを含むことが好ましい。都合の良いこと
に、ユーザー機器によって実行される測定から、ローカルアクセスネットワークとターゲ
ット周波数との間の干渉のリスクを直接導出することができる。好ましくは、これらのス
テップは、上記のように、特に周波数間ハンドオーバー又は無線ベアラ再構成失敗を検出
することによって、ターゲット搬送波周波数がローカルアクセス無線ネットワークによっ
て少なくとも一時的に干渉を受けることを無線ネットワークコントローラーが検出した後
に実行される。その後に、主に周波数間測定を実行して、ローカルアクセス無線ネットワ
ークとの干渉が、無線ネットワークコントローラーとユーザー機器との間のターゲット周
波数の品質にいかに影響を及ぼすかを定量的に調べる。無線ネットワークコントローラー
が、ユーザー機器がローカルアクセスネットワークの「デッドゾーン」内（ローカルアク
セス無線ネットワークのサービスエリア内）に位置するか、「グレーゾーン」内（ローカ
ルアクセス無線ネットワークのサービスエリア付近）に位置するかを評価することができ
ることが更に好都合である。ユーザー機器が「デッドゾーン」内に位置する場合には、タ
ーゲット周波数へのユーザー機器の指示変更を防ぐために、例えば、「グレーゾーン」に
関連する期間に比べてより長い期間を与えることができる。
【００１４】
　本発明によれば、ターゲット周波数へのユーザー機器の指示変更を、或る期間の間、詳
細には或るヒステリシス時間の間防ぐことが好ましい。好ましくは、そのヒステリシス時
間は一定の値であるか、又は或るパラメータによって決まり、その場合、そのパラメータ
は、名目ヒステリシス時間、ユーザー機器の最近の移動履歴、ターゲット搬送波周波数に
関する信号強度及び品質、並びにローカルアクセス無線ネットワークのスクランブルコー
ド等を含むことが好ましい。都合の良いことに、その期間の長さは、個々の要件に合わせ
ることができる。好ましい実施の形態では、その期間は、ユーザー機器の最近の移動履歴
に応じて与えられる。それは、ユーザー機器が既に比較的長期にわたって「グレーゾーン
」内又は「デッドゾーン」内に留まっているときには（例えば、夜間の携帯電話）、長い
期間が与えられ、ユーザー機器が短期間しか「グレーゾーン」内又は「デッドゾーン」内
に留まっていないときには（例えば、郵便配達人の携帯電話）、短い期間が与えられるこ
とを意味する。
【００１５】
　本発明の別の目的は、無線ネットワークコントローラーを制御するためのプログラムで
あり、該プログラムは、ユーザー機器を或るターゲット搬送波周波数に指示変更するため
の送信命令を与え、前記ターゲット搬送波周波数がローカルアクセス無線ネットワークに
よって干渉を受けるか否かを評価し、前記ユーザー機器付近の前記ローカルアクセスネッ
トワークと前記ターゲット搬送波周波数との間に干渉が検出される場合には、前記ターゲ
ット搬送波周波数への指示変更を、或る期間の間防ぐ。都合の良いことに、本プログラム
は、最新技術に比べて上記の利点を達成するために、無線ネットワークコントローラーに
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上記の方法を実行するように指示する。
【００１６】
　本発明の別の目的は、上記のような無線ネットワークコントローラーを制御するプログ
ラムを含むコンピュータープログラム製品である。
【００１７】
　本発明のこれらの特性、特徴及び利点、並びに他の特性、特徴及び利点は、一例として
本発明の原理を示す添付の図面とともに取り上げられる以下の詳細な説明から明らかにな
るであろう。その説明は、例示のためだけに与えられ、本発明の範囲を制限しない。以下
に引用される参照番号は、添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】マクロネットワーク及びローカル無線アクセスネットワークを含む、従来の移動
無線ネットワークのアーキテクチャー例を示す概略図である。
【図２】本発明の例示的な実施形態による、ユーザー機器と無線ネットワークコントロー
ラーとの間の呼の流れを示す概略図である。
【図３】本発明の別の例示的な実施形態による、ユーザー機器と無線ネットワークコント
ローラーとの間の呼の流れを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、特定の実施形態に関して、特定の図面を参照しながら説明されるが、本発明
はそれらの実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲によってのみ限定される
。示される図面は概略にすぎず、制限するものではない。図面においては、例示のために
、構成要素のうちのいくつかの構成要素の大きさが誇張されており、縮尺通りに描かれて
いない場合がある。
【００２０】
　数量が特定されていないものは、特に別段の明記がされていない限り、その単数及び複
数を含む。
【００２１】
　さらに、明細書及び特許請求の範囲において、類似の構成要素を区別するために第１、
第２、第３等の用語が用いられるが、必ずしも空間的又は時間的な順序を表すものではな
い。そのように用いられる用語は、適切な状況下で交換可能であること、及び本明細書に
おいて記述される本発明の実施形態は、本明細書において説明又は図示される以外の順序
において機能することができることは理解されたい。
【００２２】
　図１には、マクロセル２０及びローカル無線アクセスネットワーク４を含む、従来のＵ
ＭＴＳ地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）ネットワークの例示的なアーキテクチャーが示され
る。ローカル無線アクセスネットワーク４は、家２１に組み込まれており、ＵＭＴＳ地上
無線アクセスネットワークのコアネットワーク１００に結合される。ＵＭＴＳ地上無線ア
クセスネットワークは、コアネットワーク１００に接続され、かつセルラー移動ネットワ
ークのためのマクロセル２０を提供するセルラーサービスプロバイダーの無線基地局装置
２２（ＢＴＳ又はノードＢ）に結合される無線ネットワークコントローラー３を含む。各
無線基地局装置２２は、携帯電話、ノートブック等の、無線基地局装置２２の周囲を自由
に動き回るユーザー機器２’と直接通信するために用いられる無線周波数送信機及び受信
機を含む。用語「ローカル無線アクセスネットワーク」は、従来技術から既知であるよう
な、フェムトセル、ホーム基地局、パーソナルアクセスポイント（ＰＡＰ）及びパーソナ
ル３Ｇ基地局の通常の定義を含む。例示の目的で、ローカルアクセス無線ネットワーク４
は、ローカルフェムトセルアクセスポイント基地局２３を用いるフェムトセル４’を有し
、その基地局はコアネットワーク１００に接続される。ローカルフェムトアクセスポイン
ト基地局２３は、家２１内の許可されるユーザー機器２’’からの無線通信を受信し、例
えば、ＩＰワイドエリアネットワークを介してコアネットワーク１００との対応する通信
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を提供するように動作可能とすることができる。
【００２３】
　図１は、フェムトセル４’付近に位置するが、フェムトネットワーク４’にアクセスす
ることができない或るユーザー機器２、詳細には携帯電話２を概略的に示す。例えば、フ
ェムトネットワーク４内のデバイス２’’の最大数に既に達しているので、そのアクセス
は許可されない。その結果として、ローカルフェムトセルアクセスポイント基地局２３を
経由する携帯電話２からコアネットワーク１００へのデータ転送は許可されない。フェム
トセル４’と携帯電話２との間の距離が近い結果として、フェムトセル４の周波数と、無
線ネットワークコントローラー３と移動電話２との間のデータ転送２４のための或る搬送
波周波数（ターゲット周波数１１）との間の同一チャネル干渉に起因して、無線ネットワ
ークコントローラー３と移動電話２との間のデータ転送２４も妨害される可能性がある。
フェムトネットワーク４’にアクセスすることができない携帯電話２は、フェムトネット
ワーク４’に極めて近接する「デッドゾーン」内に位置する可能性があるか、又はマクロ
品質が依然として劣化している可能性があるフェムトカバレッジのエッジにある「グレー
ゾーン」内に位置する可能性がある。通常、そのような場合には、干渉を受けたマクロ無
線基地局装置２２は、影響を及ぼされた「非フェムト」携帯電話２にサービングするため
に、少なくとも１つの他の非干渉周波数１０を有する。最新技術における問題は、無線ネ
ットワークコントローラー３が、許可されないフェムトネットワーク４’付近において「
非フェムト」携帯電話２が受けている可能性がある干渉に気づいていないことである。
【００２４】
　本発明によれば、無線ネットワークコントローラー３は、指示されたターゲット搬送波
周波数１１がユーザー機器２付近のローカルアクセス無線ネットワーク４によって干渉を
受けないか否かを評価するステップを実行する。その結果として、無線ネットワークコン
トローラー３によって、フェムトセル４’と干渉するターゲット搬送波周波数１１への携
帯電話２の更なる指示変更を或る期間の間防ぎ、非干渉周波数に基づいて、携帯電話２と
ＵＴＲＡネットワークとの間のデータ転送２４が提供される。
【００２５】
　図２は、本発明による方法の呼の流れ１を概略的に示しており、図１のアーキテクチャ
ーによるユーザー機器２、詳細には携帯電話２と無線ネットワークコントローラー３との
間の呼の流れ１が示される。携帯電話２は、フェムトセル４’にアクセスすることができ
ないが、フェムトセル４’付近に（「グレーゾーン」内にそれぞれ）位置する。ＲＲＣア
イドルからｃｅｌｌ＿ＤＣＨ、又はｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨからｃｅｌｌ＿ＤＣＨへの状態遷
移中に、無線ネットワークコントローラー３には、ＲＲＣ接続設定、又は無線ベアラ再構
成メッセージにおいてＩＥ「周波数情報」を指定することによって、携帯電話２を異なる
ＵＴＲＡセルに指示変更するというオプションを備える。無線ネットワークコントローラ
ー３のポリシーは、フェムトセル４’の許可された周波数であるターゲット周波数１１へ
の携帯電話２の指示変更を含むことができる。一方、通常、フェムトネットワーク４’と
干渉しない少なくとも１つの周波数１０がある。それゆえ、この周波数１０は、マクロセ
ル経由の、無線ネットワークコントローラー３と携帯電話２との間の妨害されないデータ
伝送２４のために用いることができる。この周波数１０は、非干渉周波数１０と呼ばれる
。
【００２６】
　フェムトセル４’にアクセスすることができない携帯電話２が、非干渉周波数１０上で
、無線ネットワークコントローラー３に第１の接続要求１３を送信することが図２に示さ
れる。その後、無線ネットワークコントローラー３は、同じく非干渉周波数１０を用いて
、接続設定メッセージ１２（送信命令１２とも呼ばれる）を携帯電話２に送信し、接続設
定メッセージ１２は、無線ネットワークコントローラー３のポリシーによる、或るターゲ
ット周波数１１への携帯電話２の指示変更を含み、ターゲット周波数１１は、フェムトセ
ル４’のための許可された周波数である。携帯電話２はフェムトセル４’の「グレーゾー
ン」内に位置するので、結果として、ターゲット周波数１１はフェムトセル４’によって
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妨害される。その結果、携帯電話２は、指示されたターゲット周波数１１上で、無線ネッ
トワークコントローラー３に接続設定完了メッセージ１５を送信することができない。代
わりに、携帯電話２は、非干渉周波数１０上で、第２の接続要求１３’を再送しなければ
ならず、無線ネットワークコントローラー３は、干渉を受けたターゲット周波数１１に携
帯電話２を指示変更することなく、非干渉周波数１０上で、付加的な接続設定メッセージ
１４を送信する。その後、携帯電話２は、非干渉周波数上で、接続設定完了メッセージ１
５を送信することができる。
【００２７】
　最新技術によれば、付加的な第２の接続要求１３’及び付加的な接続設定メッセージ１
４は、呼設定時間に或る遅延を追加し、その遅延は、「グレーゾーン」内、又は「デッド
ゾーン」内に位置する「非フェムト」携帯電話２が、非干渉周波数１０上でＲＲＣ接続の
設定を要求する度に、そして、無線ネットワークコントローラーポリシーが、干渉を受け
るターゲット周波数１１上への指示変更を指示するときに繰り返される。それに対して、
本発明による方法及び／又はプログラムを実行する無線ネットワークコントローラー３は
、携帯電話２が、フェムトネットワーク４’への距離が近いことによって、ターゲット搬
送波周波数１１上で干渉を受けると判断し、携帯電話２が必然的にフェムトネットワーク
４’の「グレーゾーン」内、又は「デッドゾーン」内に位置することを特定する。そうで
なければ、ターゲット周波数１１への携帯電話２の指示変更を含む第１の接続設定メッセ
ージ１２を送信した直後に、無線ネットワークコントローラー３が、付加的な第２の接続
要求１３’を受信するはずがないからである。好ましくは、無線ネットワークコントロー
ラー３は、或る期間の間この情報を格納し、再びターゲット周波数１１への携帯電話２の
指示変更を防ぐ。都合の良いことに、接続を確立するのに見込まれる時間遅延を回避する
ことができる。
【００２８】
　図３は、本発明の別の実施形態による方法の無線ネットワークコントローラー３と携帯
電話２との間の更なる呼の流れ１を概略的に示しており、この実施形態は図２の実施形態
によく似ており、無線ネットワークコントローラー３が、非干渉周波数１０上で、携帯電
話２に無線ベアラ再構成メッセージ１６を送信する。無線ネットワークコントローラー３
は、ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨからｃｅｌｌ＿ＤＣＨへの無線ベアラ再構成１６を命令するが、
携帯電話２は、指定されたターゲット周波数１１上で、無線ベアラ再構成完了メッセージ
１７を送信することができない。本発明によれば、無線ネットワークコントローラー３は
、ユーザー機器２の位置において、ターゲット搬送波周波数１１がフェムトセル４’と干
渉することを識別する。好ましくは、無線ネットワークコントローラー３は、或る期間の
間この情報を格納し、再びターゲット周波数１１への携帯電話２の更なる指示変更を防ぐ
。



(11) JP 2012-531771 A 2012.12.10

【図１】

【図２】

【図３】



(12) JP 2012-531771 A 2012.12.10

10

20

30

40

【国際調査報告】



(13) JP 2012-531771 A 2012.12.10

10

20

30

40



(14) JP 2012-531771 A 2012.12.10

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,I
L,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,
ZM,ZW

(74)代理人  100125380
            弁理士　中村　綾子
(74)代理人  100142996
            弁理士　森本　聡二
(74)代理人  100154298
            弁理士　角田　恭子
(74)代理人  100166268
            弁理士　田中　祐
(74)代理人  100170379
            弁理士　徳本　浩一
(74)代理人  100161001
            弁理士　渡辺　篤司
(72)発明者  ブレイ，ジェレミー
            イギリス国ハートフォードシャー州エイエル４・９ジェイダブリュー，セント・アルバンズ，ウェ
            ンドーヴァー・クローズ　４
Ｆターム(参考) 5K067 AA03  AA23  BB01  BB21  EE02  EE10  FF03  FF16  JJ31 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

